
建築構造工学研究室 

卒業生の 皆さん、 元気でご 活躍のこ とと 思い ます。 2 0 2 6 年 4 月 2 7

日時点で 、 研究室 の スタッ フは、岡 崎太一郎 教授、 松 井良太准 教授 の

2 名です。学 生は 、 博士課程 1 名 、修 士課程 8 名、 研究 生 3 名、卒論

生 3 名の計 1 5 名です。昨年 まで、最大 人数 を更 新続けて いました が 、

久しぶり に人数が 減 りまし た。  

昨年度は 、台湾 と の国際共 同研究 で 、ブレー ス付ラ ー メン 架構 の振

動台実験 を実施し 、 8 名の 学生が 参 加しまし た。再整 備した実 験室を

活用した ブレース 付ラーメ ン架構の 実験 、鋼 と木また は鋼と鋼 の 接着

接合試験 、鋼材の ひずみ硬 化とひず み時効を 詳しく知 るための 検鏡試

験（材料 科学部門 の池田先 生と共同 ） など、 一年中、 実験 して いまし

た。時刻 歴応答解 析に用い る減衰モ デルと、 ブレース の履歴モ デルに

関する研 究も進み ました。 今年度は 、ブレー ス付 ラー メン 架構 の実験

をたくさ ん実施す る予定で す。 研究 室の基本 方針「 週 5 0 時間以 上在

室する／ 学生時代 にしか基 礎的な勉 強ができ ない 」を 維持し ま すが、

工学部生 協が夕方 営業をや めたこと もあって 、夕食時 間が、皆 の終業

時間にな りました 。  

研究室の ホームペ ージ（ h t t p : / / h o k u d a i - s t r - e n g . j p n . o r g /  ）の充実に

努めてい ます。 実 験やイベ ントを写 真付きで 掲載し、 実験のタ イムラ

プス映像 なども楽 しんでい ただける と思いま す。 一度 ご覧くだ さい。  

いつでも 大歓迎 、 サプライ ズ大歓 迎 ですので 、 札幌 へ お越しの 際は

是非とも 研究室に お立ち寄 り下さい 。 皆さま の益々の ご健勝と ご健康

を願って やみませ ん。  

 

 


